
一
頁

放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
八
十
五
条
」
を
「
第
八
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
協
会
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
よ
る
国
内
基
幹
放
送
の
全
て
の
放
送
番
組
を
当
該
国
内

基
幹
放
送
と
同
時
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
」
を
削
り
、
同
条
第
十
項
第
三
号
中
「
実
施
方
法
」
の
下
に
「
並
び
に
同
項

第
二
号
の
業
務
に
関
す
る
料
金
そ
の
他
の
提
供
条
件
に
関
す
る
事
項
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
五
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十

四
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
十
三
項
を
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
六

項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
の
実
施
基
準
が
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
該
当
す
る
」
に
、
「
そ
の
実
施
基
準
を
変
更
す
べ
き
旨
の
」
を
「
当
該
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号

を
加
え
る
。

一

第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
実
施
基
準
が
第
十
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合

そ
の
実
施
基

準
を
変
更
す
べ
き
旨
の
勧
告

二

協
会
が
第
十
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
場
合

第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
実
施
基
準
に
従
い
第
二
項
第
二
号
又
は



二
頁

第
三
号
の
業
務
を
行
う
べ
き
旨
の
勧
告

第
二
十
条
中
第
十
一
項
を
第
十
五
項
と
し
、
第
十
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

協
会
は
、
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
実
施
基
準
に
定
め
る

11
と
こ
ろ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

協
会
は
、
第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
実
施
基
準
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

協
会
は
、
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
実
施
基
準
に
基
づ
き

13
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
の
当
該
業
務
の
実
施
計
画
を
定
め
、
当
該
事
業
年
度
の
開
始
前
に
、

こ
れ
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

協
会
は
、
第
二
項
第
二
号
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
全
国
向
け
の
放
送
番
組
の
ほ
か
、
地
方
向
け
の
放
送
番
組
を

14
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
一
般
の
利
用
に
供
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の
放
送
事
業
者
が
実
施
す
る
当
該
業
務
に
相

当
す
る
業
務
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
認
定
」
を
「
認
定
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
」
を
「
第
五
号
、



三
頁

第
六
号
及
び
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

総
務
大
臣
が
協
会
に
つ
い
て
第
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
更
新
の
審
査
を
行
う
場
合
に
お
け
る
同
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第

四
号
」
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
の
業
務
」
の
下
に
「
並
び
に
協
会
及
び
そ
の
子
会
社
か
ら
成
る
集
団
の
業
務
」
を
加
え

、
同
号
ハ

中
「
損
失
」
を
「
協
会
の
損
失
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
職
員
」
を
「
協
会
の
職
員
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中

(3)

(5)

(6)

「
協
会
」
を
「
次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
協
会
」
に
、
「
集
団
に
お
け
る
」
を
「
集
団
の
」
に
改
め
、
同
号
ハ

に
次
の
よ

(6)

う
に
加
え
る
。

当
該
子
会
社
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に

(ⅰ)
あ
つ
て
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
）
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
（

及
び

に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と
い

(ⅱ)

(ⅳ)

う
。
）
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

当
該
子
会
社
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
に
関
す
る
事
項
の
協
会
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

(ⅱ)

当
該
子
会
社
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
体
制

(ⅲ)



四
頁

当
該
子
会
社
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制

(ⅳ)

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
ノ
中
「
ヰ
」
を
「
ノ
」
に
改
め
、
同
号
ノ
を
同
号
オ
と
し
、
同
号
中
ヰ
を
ノ
と
し
、
ウ
を
ヰ
と

し
、
ム
を
ウ
と
し
、
同
号
ラ
中
「
第
二
十
条
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
ラ
を
同
号
ム
と
し
、
同

号
中
ナ
を
ラ
と
し
、
カ
か
ら
ネ
ま
で
を
ヨ
か
ら
ナ
ま
で
と
し
、
同
号
ワ
中
「
実
施
基
準
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
十
三
項
に
規

定
す
る
実
施
計
画
」
を
加
え
、
同
号
ワ
を
同
号
カ
と
し
、
同
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
チ
か
ら
ル
ま
で
を
リ
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
同

号
ト
中
「
ト
に
」
を
「
チ
に
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
ヘ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号
ホ
中
「
の
業
務
報
告
書
」

を
「
に
規
定
す
る
業
務
報
告
書
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ

第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
中
期
経
営
計
画
（
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
中
期
経

営
計
画
」
と
い
う
。
）

第
二
十
九
条
第
三
項
中
「
総
務
省
令
の
」
を
「
総
務
省
令
で
」
に
、
「
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
会
と
そ
の
放

送
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
」
を
「
広
く
一
般
の
意
見
を
求
め
る
」
に
改
め

る
。第

三
十
九
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を



五
頁

加
え
る
。

３

監
査
委
員
は
、
第
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
経
営
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
経
営
委
員

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
三
条
の
見
出
し
中
「
権
限
」
を
「
権
限
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

監
査
委
員
が
そ
の
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
協
会
に
対
し
て
次
に
掲
げ
る
請
求
を
し
た
と
き
は
、
協
会
は
、
当
該
請
求
に
係

る
費
用
又
は
債
務
が
当
該
監
査
委
員
の
職
務
の
執
行
に
必
要
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が

で
き
な
い
。

一

費
用
の
前
払
の
請
求

二

支
出
を
し
た
費
用
及
び
支
出
の
日
以
後
に
お
け
る
そ
の
利
息
の
償
還
の
請
求

三

負
担
し
た
債
務
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
（
当
該
債
務
が
弁
済
期
に
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
相
当
の
担
保
の
提
供
）

の
請
求

第
四
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
協
会
と
役
員
と
の
間
の
訴
え
に
お
け
る
協
会
の
代
表
等
）



六
頁

第
四
十
六
条
の
二

第
五
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
会
が
役
員
（
役
員

で
あ
つ
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
又
は
役
員
が
協
会
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に

は
、
当
該
訴
え
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
が
協
会
を
代
表
す
る
。

一

監
査
委
員
が
当
該
訴
え
に
係
る
訴
訟
の
当
事
者
で
あ
る
場
合

経
営
委
員
会
が
定
め
る
者

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

監
査
委
員
会
が
選
定
す
る
監
査
委
員

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
役
員
が
協
会
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
は
、
監
査
委
員
（
当
該
訴
え
を
提
起
す

る
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
対
し
て
さ
れ
た
訴
状
の
送
達
は
、
協
会
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
。

第
六
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
忠
実
義
務
）

第
六
十
条
の
二

役
員
は
、
法
令
及
び
定
款
並
び
に
経
営
委
員
会
の
議
決
を
遵
守
し
、
協
会
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
第
一
項
中
「
作
成
し
」
の
下
に
「
、
こ
れ
に
当
該
事
業
年
度
に
係
る
中
期
経
営
計
画
を
添
え
」
を
加
え
、
同
条
第

二
項
中
「
付
し
」
を
「
付
す
と
と
も
に
同
項
の
中
期
経
営
計
画
を
添
え
」
に
改
め
る
。



七
頁

第
七
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
経
営
計
画
）

第
七
十
一
条
の
二

協
会
は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
ご
と
に
、
協
会
の
経
営
に
関
す
る
計
画
（
次
項
に
お
い
て
「
中
期

経
営
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

中
期
経
営
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

中
期
経
営
計
画
の
期
間
（
前
項
の
期
間
の
範
囲
内
で
経
営
委
員
会
が
定
め
る
期
間
を
い
う
。
）

二

協
会
の
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

三

協
会
が
行
う
業
務
の
種
類
及
び
内
容

四

協
会
の
業
務
並
び
に
協
会
及
び
そ
の
子
会
社
か
ら
成
る
集
団
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
事
項

五

受
信
料
の
体
系
及
び
水
準
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
受
信
料
に
関
す
る
事
項

六

収
支
の
見
通
し

七

そ
の
他
協
会
の
経
営
に
関
す
る
重
要
事
項

第
三
章
第
九
節
中
第
八
十
五
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



八
頁

（
情
報
提
供
等
）

第
八
十
四
条
の
二

協
会
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
保
有
す
る
次
に
掲
げ
る
情
報
で
あ
つ
て
総
務
省
令

で
定
め
る
も
の
を
記
録
し
た
文
書
、
図
画
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
た
記
録
を
い
う
。
）
を
作
成
し
、
適
時
に
、
か
つ
、
一
般
に
と
つ
て
利
用
し
や

す
い
方
法
に
よ
り
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

一

協
会
の
組
織
、
業
務
及
び
財
務
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

二

協
会
の
組
織
、
業
務
及
び
財
務
に
つ
い
て
の
評
価
及
び
監
査
に
関
す
る
情
報

三

協
会
の
出
資
又
は
拠
出
に
係
る
法
人
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
会
は
、
そ
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
一
般
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
そ
の
保
有
す
る
情
報

の
公
開
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
八
条
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
第
一
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。



九
頁

四

衛
星
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
衛
星
基
幹
放
送
に
お
い
て
使
用
す
る
周
波
数
が
衛

星
基
幹
放
送
に
関
す
る
技
術
の
発
達
及
び
普
及
状
況
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
衛
星
基
幹
放
送
に
係
る
周
波
数
の

使
用
に
関
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
衛
星
基
幹
放
送
の
業
務
の
認
定
に
あ
つ
て
は
第
九
十
三
条
第

一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
、
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
認
定
に
あ
つ
て
は
同
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
第
一
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
ホ
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
ホ
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
二
号
中
「
認
定
」
の
下
に
「
、
第
九
十
六
条
第
一
項
の
認
定
の
更
新
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
第
九
十
三

条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
六
条
第
一
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
イ
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

及
び
第
二
号
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
ニ
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
す
べ

て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
ホ

」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
ホ

」

(1)

(1)

に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。
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第
百
六
十
一
条
第
二
項
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
六
号
ホ

」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
七
号
ホ

」
に
改
め
る
。

(1)

(1)

第
百
六
十
二
条
第
一
項
中
「
同
項
第
四
号
」
を
「
同
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
第

九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
条
第
十

二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
、
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
」
を
「
、
第
九
十

三
条
第
一
項
第
四
号
（
衛
星
基
幹
放
送
に
係
る
周
波
数
の
使
用
に
関
す
る
基
準
）
、
同
項
第
五
号
た
だ
し
書
」
に
、
「
適
用
す

る
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
」
を
「
適
用
す
る
第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
た
だ
し
書
」
に
、
「
第
九
十
三
条
第

一
項
第
四
号
ハ
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
五
条
第
二
号
中
「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
一
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
十
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
」
を
「
第
二
十
条
第
十
二
項
若
し
く
は
第
十
三
項
、
第
四
十
一
条
」
に
、
「
又
は
第
六
十
二
条

」
を
「
、
第
六
十
二
条
又
は
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則



一
一
頁

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

次
条
及
び
附
則
第
八
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
二
十
四
条
、
第
八
十
八
条
、
第
九
十
三
条
第
一
項
、
第
九
十
六
条
第
二
項
、
第
百
三
条
、
第
百
四
条
第
二
号
及
び
第

三
号
、
第
百
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
百
六
十
一
条
第
二
項
、
第
百
六
十
二
条
並
び
に
第
百
七
十
七
条
第
一

項
第
五
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
六
条
及
び
第
十
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
準
備
行
為
等
）

第
二
条

日
本
放
送
協
会
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お

い
て
も
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
放
送
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
の
業
務
の
う
ち
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
放
送
法
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
の
業
務
に
該
当
し
な
い
も
の
に
係
る
放
送
法
第
二
十
条
第
九

項
の
認
可
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
二
十
条
第
十
項
及
び
第
百

七
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
認
可
を
受
け
た
実
施
基

準
は
、
施
行
日
に
お
い
て
、
放
送
法
第
二
十
条
第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

３

総
務
大
臣
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
百
七
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、

新
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
総
務
省
令
の
制
定
の
た
め
に
、
電
波
監
理
審
議
会
に
諮
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
基
準
の
公
表
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
放
送
法
第
二
十
条
第
九
項
の
認
可
を
受
け
て
い
る
実
施
基
準
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
同
法
第
二
十
条
第
九
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
の
新
法
第
二
十
条
第
十
二

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
受
け
た
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
て
い
る
」
と
、
「
遅
滞
な
く
」
と
あ
る
の
は
「

放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
の
日
以
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（
実
施
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
を
含
む
事
業
年
度
に
係
る
新
法
第
二
十
条
第
十
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
事
業
年

度
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
、
「
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
の
日
以
後
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遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（
中
期
経
営
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
法
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
三
年
四
月
に
始
ま
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
し
、
同
月
に

始
ま
る
事
業
年
度
よ
り
前
の
事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
後
新
法
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
最
初
に
定
め
る
同
項
に
規
定
す
る
中
期
経
営
計
画
は

、
平
成
三
十
三
年
四
月
を
当
該
中
期
経
営
計
画
の
期
間
（
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
期
間
を
い
う
。
）
の
始
期
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
の
地
位
の
承
継
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
さ
れ
た
放
送
法
第
九
十
八
条
第
二
項
の
認
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、

同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
認
可
又
は
不
認
可
の
処
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を

含
む
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等

を
勘
案
し
、
新
法
第
九
十
三
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
電
波
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
四
号
ロ
中
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五

号
中
「
同
項
各
号
」
の
下
に
「
（
第
四
号
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。
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理

由

近
年
に
お
け
る
放
送
を
め
ぐ
る
視
聴
環
境
の
変
化
及
び
日
本
放
送
協
会
に
対
す
る
信
頼
確
保
の
必
要
性
に
鑑
み
、
日
本
放
送

協
会
に
つ
い
て
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
放
送
番
組
等
を
提
供
す
る
業
務
の
対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
経
営
委
員
会
が
議

決
す
べ
き
日
本
放
送
協
会
及
び
そ
の
子
会
社
か
ら
成
る
集
団
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

を
具
体
的
に
規
定
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
衛
星
基
幹
放
送
の
業
務
の
認
定
要
件
を
追
加
す
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


